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《人口の動き》　男2，82呂（一9）

10月末日現在　　出生4　死亡4
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第5回松代町農業賞に弊生覆鐸婁観

　農業の近代化を目指し、あすの農業の担い手となる優れた農業者・団体を表彰し、町農業発

展の一助とするとともに農業に対する町民的理解を得ることを目的として制定された「松代町

農業賞」に本年度は集団の部で峠生産組合（代表牧田直弘氏）が、個人の部で寺田の井上修平

（屋号せんのうだいら）が選ばれ、11月1日町農業祭で町長より表彰されました。

　
表
彰
さ
れ
た
峠
生
産
組
合
は
、
稲

作
の
大
規
模
経
営
の
中
核
的
農
家
が

多
く
農
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
集
落
で
す
。
昭
和
五
十
八
年
に

地
域
農
業
集
団
育
成
事
業
と
高
能
率

生
産
組
織
育
成
対
策
事
業
の
実
施
に

よ
り
、
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
で
、

自
分
達
の
村
が
い
か
に
生
き
残
る
か

の
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
は

中
核
農
家
の
規
模
拡
大
と
担
い
手
の

高
令
化
に
対
処
す
る
た
め
村
ぐ
る
み

で
力
を
合
わ
せ
た
生
産
組
織
を
作
る

必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
に
な
り
、
峠

生
産
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
翌
5
9
年

か
ら
60
年
の
二
年
間
に
は
県
単
山
村

農
業
活
性
化
事
業
に
よ
り
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
及
び
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
近
代

化
施
設
と
、
ほ
場
整
備
や
農
道
舗
装

な
ど
の
基
盤
整
備
の
実
施
に
よ
り
、

生
産
組
合
の
条
件
整
備
が
な
さ
れ
村

の
活
性
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
村
ぐ

る
み
で
力
を
合
わ
せ
て
将
来
展
望
に

立
っ
た
対
策
を
検
討
し
実
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、
町
内
の
モ
デ
ル
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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農

　
個
人
の
部
で
表
彰
さ
れ
た
井
上
修

平
さ
ん
は
水
田
二
・
三
㎏
、
繁
殖
牛

五
頭
を
経
営
す
る
「
水
稲
＋
畜
産
」

の
複
合
経
営
農
家
で
す
。

稲
作
部
門
で
は
堆
厩
肥
の
増
肥
、
即

ち
耕
畜
連
け
い
を
自
己
経
営
の
中
で

進
め
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
酒
米
等
の
良

質
米
の
生
産
に
取
り
組
み
第
一
回
良

質
米
共
励
会
で
は
「
五
百
万
石
」
の

部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
土
づ
く

り
の
成
果
を
実
証
し
て
い
ま
す
。
又

農
機
具
の
過
剰
投
資
を
抑
え
、
コ
ス

ト
低
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

畜
産
部
門
で
は
基
本
技
術
を
忠
実
に

実
行
し
、
転
作
に
よ
る
飼
料
作
物
の

栽
培
、
野
草
、
稲
わ
ら
等
を
活
用
し

良
質
な
粗
飼
料
の
生
産
確
保
に
努
め

牛
体
の
健
康
維
持
、
繁
殖
耐
用
年
数

の
延
長
、
連
産
率
の
向
上
な
ど
腰
の

強
い
経
営
が
他
に
類
を
見
な
い
も
の

と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
増
々
の
御
発
展
を
期
待
す
る
も

の
で
す
。

　
を
　
牛
　
子
　
勢
　
去
ん

　
に
さ

『
会
上

・
進
井

　
共
る

，
醐
産
す

　
畜
品

　
県
出

は何か．ノ「売れる品物」

一農業活性化作戦一

　
園
芸
作
物
推
進
大
会
開
か
れ
る
。

　
去
る
十
月
二
十
七
日
ま
つ
だ
い
町

農
協
で
は
、
な
す
、
イ
ン
ゲ
ン
、
し

し
と
う
な
ど
の
園
芸
作
物
の
水
田
転

作
に
よ
る
生
産
の
拡
大
と
、
消
費
者

二
ー
ズ
を
考
え
た
「
売
れ
る
品
物
」

の
生
産
・
産
地
づ
く
り
及
び
競
争
力

の
強
い
産
地
化
を
目
指
す
た
め
の
推

進
大
会
を
開
催
し
た
。
会
場
の
町
総

合
セ
ン
タ
ー
に
は
、
生
産
農
家
等
約

三
百
名
が
参
加
し
、
東
京
丸
大
淀
橋

市
場
の
鈴
木
専
務
よ
り
産
地
化
の
課

題
に
つ
い
て
激
励
さ
れ
、
な
す
と
し

し
と
う
の
生
産
者
代
表
に
よ
る
事
例

発
表
も
あ
り
、
園
芸
作
物
の
振
興
に

意
義
あ
る
大
会
と
な
っ
た
。



Il””11”1””””13ul”II””II”1””こうほう・まつだい（62．ll月号）””ll””IIII””ll””II””ll”””llll”11111””II”IIlllll””III””II””II””1”””””III”1”ll””II””ll””1”””II”II”11””1”111”1””II”II”lll””1””””1”

　他用途利用米売渡状況単位：袋130kg　　62年産米売渡状況　　　（s62．11．5現在）単位：袋／30kg

生産予定数量 品種別 1等 2等 3等 計 限度

数量

売渡

数量
売渡の内訳

等　級　別　売　渡　数　量

うるち

　1，108

トドロキワセ 470 57 3 530 1等
上位等

級比率 2等 3等
規格
外

新潟早生 265 103 25 393

う
る
ち
米

（78，970）

72，406

限度内

（69，419）

70，615

規格外

（45）

79

政府

米
その他うるち 5，338 3，403 91．4 1，880 29 26

はつこしじ 5 5

自
主
流
通
米

越路早生 3，576 3，565 99．7 11

その他うるち 156 24 180 コシヒカリ 22，158 21，646 97．7 512

計 896 184 28 1，108 越みのり 1，328 1，317 99．2 11

　　　　　1．．嗣睡顯
　　　　　　　　騨1…き欝　　　　　　整　P　　　　　　　　　　　．　影￥　　　　　　　　　瀬　繋
鷺謡1脚　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　瓢羅翻麗　　　　｛．　　　、魏

響萎…繋　　　戴1．
　　　　　　　　響
　無　凄曙鱒ll…懇
織、、今年も米は豊作繋讐

昭和62年第3回良質米多収穫共励会被表彰者

ホウネンワセ 1，896 1，896 97．7

トドロキワセ 18，234 18，234 95．6

新潟早生 7，553 7，553 91．4

はつこしじ 456　　456 98．9

五百万石 10，155 71 99．8 3，322 6，709 53

小計
（78，970）

72，406

（69，464）

70，694
70，694 58，141 96．4 5，736 6，738 79

も
ち
米

（3，000）

1，800

限度内
（1，885）

1，800
限度外
（0）
559
規格外
（35）

　5

自
主
流
通
米

こがねもち 2，289 1，189 52．7 1，016 49 2
その他もち 25　　25 62．5 11 4
陸　も　ち 一 2 63 3

小計 （3，000）

1，800

（1，920）

2，364
2，314 1，214 51．4 1，029 116 5

部落名 民　　名
10アール当り

精玄米重 合計
（81，970〉

74，206

（71，384）

73，058
73，058 59，355 95．0 6，765 6，854 84

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
部

最優秀賞 儀明 小堺俊夫
631．1kg

注1，酒米の2等、3等は上位等級に含む。

　2．（　）内の数字は前年度産米数量である。

　3．もち米の超過米559袋については、県へ限度数量の増加申請中である。

過去7ヶ年の米の売渡状況　　主な晶種の作付状況

優秀賞 室野 佐藤達行 616．0

〃 儀明 小堺長一 610．3

優良賞 峠 横尾輝一 604．8
作付面積

（ha）

売渡実績

　（袋）

限度数量

　（袋）

限度数量

　（％）
作況指数 品　　種 作付面積 作付比率

〃 蓬平 若井光弘 596．4

コシヒカリ
245．gh 38．0％

56 762 70，912 95，764 74．0 94
〃 下山 宮沢邦春 59L1 トドロキワセ 159．4 24．7

57 741 88，134 95，180 92．6 108

五
　
百
　
万
　
石
　
の
　
部

最優秀賞 松代 小堺貞男 628．9 新潟早生 55．4 8．6

優秀賞 蓬平 若井君男 623．4
58 745 75，221 94，296 79．8 96 五百万石 59．3 9．2

59 729 79，527 84，900 93．7 102 こがねもち 39．7 6．1

〃 峠 横尾孝義 592．9

ホウネンワセ 17．9 2．8

優良賞 池尻 関谷健一 587．6 60 716 77，838 83，985 92．7 97

越路早生 25．6 4．0

〃 田沢 高橋修平 585．4 61 682 71，384 81，970 87．1 101

そ　の　他 43．2 6．6

〃・ 下山 容沢一慶 578．3 62 646 73，058 74，206 101．6 ？ 計 646．4 100．O

欝
糞

壽　　　モ

　灘

　　　繍騰塾　融
　ヂ　　　ゐ
』灘，．、，

　　　　繋
　　　　　ロ今年も米は豊・作

昭和62年第3回良質米多収穫共励会被表彰者

注1，酒米の2等、3等は上位等級に含む。

　2．（　）内の数字は前年度産米数量である。

　3．もち米の超過米559袋については、県へ限度数量の増加申請中である。

過去7ヶ年の米の売渡状況 主な晶種の作付状況

園芸作物販売実績　（昭和62年）

作　　目
栽　　培 販　　売　　額 10アール当り

戸数 面積 数　量 単価 金　　額 数量 金　　額

な　　す
戸
3
5

　a

250
　　kg
181，505

円
1
6 2
　　　　円
29，438，080

　kg
7，260

　　　　円
1，177，523

いんげん 45 41．5 5，894 809 4，770，565 1，310 1，149，533

ししとう 71 45 22，663 573 12，992，690 5，036 2，887，264

　　　　　　萎　，鰻　　　　　　　鑑
　聯，蟹

　　　　　〃議・
　蕪　　　鯵　　謬
　　建　磁　鍼　…
　　　獺磁
　　鑑　獲
　　　　　　　縷
籔籔，．
鞭羅融ざ灘，

灘
騰
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●
4
屋
丸
村
、
は
じ
め

　
　
　
　
家
建
三
所
あ
り

　
今
回
、
池
ノ
畑
の
市
川
一
郎
氏
（
お

ま
え
・
現
在
新
潟
住
）
の
御
厚
意
で
、

親
戚
の
み
な
さ
ん
立
ち
あ
い
の
も
と

　
　
　
く
し
り

に
同
家
蔵
の
中
の
文
書
を
お
借
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

囲
鯛
彌
國
園
麓
鶉
遡
幽
醐
麗
蜜
開
幽
囲
鴎
躍

亜
霊
睦
㌶
魏
謹
鱗
鱗
醗
鍵
講
璽

囲
幽
墾
畿
開
麗
彌
馨
死
募
匪
璽
亜
躍
闘
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
五
町
余
、

　
、

　
同
家
に
は
江
戸
初
期
に
関
係
し
た

文
書
が
あ
る
こ
と
で
、
注
目
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
一
部
を
い
ま
整

理
中
で
す
。
こ
の
な
か
に
、
小
屋
丸

村
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
書
が
あ
り

ま
す
。
下
記
の
も
の
が
そ
の
原
文
で

す
が
、
読
み
下
し
文
に
な
お
し
ま
す

と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

と
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う

取
か
わ
せ
状
の
こ
と

一
、
越
後
の
国
頸
城
郡
小
屋
丸
村
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ざ
そ
う
ろ
う

古
来
よ
り
家
建
三
所
御
座
候

　
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
本
小
屋
丸
池
之
端
村
平
左
エ
門

　
え
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
枝
西
小
屋
丸
村
　
　
長
右
エ
門

　
え
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
枝
下
山
村
　
　
　
　
次
右
エ
門

一
、
本
小
屋
丸
よ
り
池
之
端
へ
西
方

三
町
余
、

一
、
本
小
屋
丸
よ
り
枝
西
小
屋
丸
へ

一
、
本
小
屋
丸
よ
り
枝
下
山
へ
東
方

　
三
＋
町
余
、

一
、
当
村
鎮
守
三
社

　
　
　
内

　
か
　
し
ま
だ
い
み
ょ
う
じ
ん

　
鹿
嶋
大
明
神
　
本
小
屋
丸
池
之
端

　
　
　
　
　
　
村
　
　
平
左
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
を
　
る

　
鰹
野
ヨ
樵
赫
櫃
理
　
枝
西
小
屋
丸

　
　
　
　
　
　
村
　
　
長
右
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　
》
」
れ
を
守
る

　
じ
ゅ
う
に
　
だ
い
み
ょ
う
じ
ん

　
十
二
大
明
神
　
　
　
枝
下
山
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
右
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
を
守
る

右
三
社
鎮
守
三
ヶ
村
三
人
守
り
来
る

と
こ
ろ
こ
の
た
び
長
右
エ
門
、
田
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

山
林
、
家
屋
敷
と
も
持
ち
分
の
こ
ら

ヤ

ず
平
左
エ
門
へ
売
り
渡
し
申
候
間
、

熊
野
三
社
大
権
現
の
社
地
、
宮
建
か

え
、
祭
り
と
も
以
後
平
左
エ
門
方
で

永
代
こ
れ
を
守
る
定
め
と
し
た
。

　
　
（
以
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
池
ノ
畑
を
本
小
屋
丸
池
之
端
村
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
屋
丸
を
枝
西
小
屋
丸
村
と
記
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
っ
そ
ん

　
ど
う
や
ら
小
屋
丸
村
の
立
村
の
も

と
は
池
ノ
畑
地
内
に
あ
り
、
次
右
エ

毒
う
購
寒
態
教
κ
蓼
参

看象

多
嫁
野
参
菱

骸
偽
を
是
移
密
匠
．
髪
秀
ろ
勇
↑

之
κ
寄
叉
乾
プ

マ蓉ろ圏

徳
－

“
鋳
一
毎
餐

　
霧
a
娼
室
薫
ベ
ヤ
多
簿
・
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝

一
塗
房
関
神
」
　
　
尋
（

　
㎡
雪
η
隻
・
啄
易
芦
麿
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

一
壼
樹
慢
目
亨
底
φ
薯
孝
■
壽
箋
ハ

露
葛
薦
争
蒙
あ
至
餐
わ
．
3
季
ろ
弔
潴
南

宅
葦
霧
弟
峯
k
蒙
集
ゆ
ゐ

霧
・
望
ゑ
ぢ
藷
屠
打
多
家

　
　
　
　
幡
％
警

　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
じ

～
軟
亀
量
ら
灯
蓄
紫
ふ

彰
憲
需
墜
護
匪

φ
蘭
ヤ
望
鷹
し
寿
雲
ろ
．
・

噛
栽
あ
蒼
徳
村
　

覆
茗
・

“
萩
套

n
蘭
顛
建
唐
毒
者
多
二
丁
奮

凶
や
壱
毫
姦
め
妻
番
セ
「
家

一
馨
糞
蓼
’
奪
玄

一
當
禽
赫
音
る
嚢

　
　
　
の

　
4
霧
内
覗
摩
ψ
蚕
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
も

釜
．
を
馨
乳
蓉
曜
互
厨
著
南
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
し
し

ぞ
。
馨
喝
ヤ
奮
薯
須
リ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
イ
も

疹
、
峯
髭
・
可
乙
看
乙
へ
毫
孟
接

霧
協
一
嚢
ψ
｛
季
ろ
幕
黍

拳
⑫
婁
ク
宅
k
毒
勢
ゆ

．
．
慧
轟
灘
謎
離
・

一
琶
瓦
，
蕎
ゑ
む
薯
落
孤
髪
吏

ゑ
姦
ク
毛
る
脅
網
ゆ

石
多
尊
蓄
ゆ
霧
停
百
皇
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豪
灯

ろ
窒
駕
、
百
　
冒
各
老
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
郵
よ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寵
撃
夢
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
三
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
攣
亥
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ハ
，
　
夢
タ
つ

門
が
現
下
山
に
住

し
、
長
右
エ
門
が

現
小
屋
丸
に
住
ん

で
い
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ほ
か
の
文
書
で

は
、
小
屋
丸
の
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
エ
門
は
天
和
元

　

年
に
小
屋
丸
の
す

べ
て
を
池
ノ
畑
平

左
工
門
に
売
渡
し

て
小
屋
丸
を
立
ち

の
い
た
と
あ
り
、

　
　
　
　
な
ご
び
ゃ
く
し
ょ
う

そ
の
時
の
名
子
百
姓
が
七
軒
あ
っ
た

こ
と
が
記
る
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
名
子
百
姓
と
は
前
記
三
名
の
百
姓

　
じ
ゅ
う
ぞ
く
　
　
　
　
　
　
け
　
ら
い

に
従
属
す
る
家
来
の
よ
う
な
百
姓
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
小
屋
丸
で
は
三
百
年
程
前
に
先
住

者
が
立
ち
の
き
、
そ
の
あ
と
市
川
氏

（
元
は
最
弦
）
が
池
ノ
畑
の
市
川
姓

を
貰
っ
て
住
み
、
柳
姓
は
苧
ノ
島
か

ら
き
た
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
文
書

の
以
後
移
住
し
て
き
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
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がと

　
松
代
小
学
校
下
山
分
校
が
来
年
三

月
末
で
児
童
数
の
減
少
、
社
会
環
境

の
変
化
に
よ
り
、
四
十
年
の
歴
史
に

終
止
符
を
う
ち
分
校
と
し
て
の
灯
が

消
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
今
、
登
校
し
て
い
る
七
人
の
子
供
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

た
ち
は
、
来
年
四
月
か
ら
松
代
小
学
わ

校
に
仲
間
入
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
の

　
去
る
十
月
三
十
一
日
　
出
稼
ぎ
時
る

期
を
前
に
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
出
席
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

さ
れ
た
部
落
の
人
の
中
か
ら
は
、
す
が

す
り
泣
く
声
も
聞
こ
え
、
尽
き
な
い
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

想
い
出
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
校

な
お
、
建
物
は
町
の
活
性
化
に
姦

立
て
る
べ
く
計
画
中
で
す
。

響
㈱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．＝鞭・
　▼同窓生を代表し思い出を語る宮沢広一郎さん
緯響’

徽謬

．
難
． 罵

繍
灘

磁

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆマハロ　ロゆ　ハドぼずぬロじルド　　ドドリマいにりい

▲牛からの贈り物、スキー帽をかぶって思い出を語る
　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　＝一’　　測

凄
：

盛
ハ
　
装
．
饗
、
繕
質
箏
郭
黍

激、

嘗椴．

載
載
鑛

へ
　
嬢
憲
瓢
轟
残
、
曜
嚢
麹
費

丸
　
臓
粥
い
繊
曳
鹸
脚
義
潜

ゆ．

璽
鷺
懸
義

爵
、
絞
瀬
霧
嚇

黛
　
犠
熟

慮
懸
残
鍔
鱒澱

慧

　
蹴
・

簾

▼期待と不安が入り交じる7人の子供たち

▲子供の涙に牛の目1

　
　
　
　
”
三
頭
の
子
牛
と
九
人
の
子
供
た

　
　
ち
”
で
話
題
を
振
り
ま
い
た
莇
平
小

　
　
で
十
一
月
十
四
日
、
一
足
早
い
卒
業

　
　
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
四
月
四
日
、
わ
ず
か
五
十
。
。
で
入

　
　
学
し
た
子
牛
は
、
二
百
二
十
六
日
間

れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

㎜
別
で
四
百
キ
・
近
く
ま
で
成
長
し
そ
の

　
お
間
に
子
供
た
ち
と
先
生
方
、
そ
れ
と

　
よF
い
部
落
の
人
た
ち
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な

　
ぱ
物
語
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
卒
業
式

　
し・
も
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
”
飼
い
主
”
か
ら
卒

　
と
　
ち
業
証
書
が
、
牛
か
ら
は
子
供
た
ち
に

　
た
記
念
品
が
送
ら
れ
る
間
、
子
供
達
の

　
人
　
な
目
か
ら
涙
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　
ヤ　
カ
　
別
れ
を
知
っ
た
の
か
、
優
し
い
目

　
温
　
▲
を
し
た
牛
の
目
か
ら
も
涙
が
…
…
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われらの北越北線
走れノ＞

聾勲鑑爵
膿鯉擬徽㊧　清水小5年

五十嵐裕子さん
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夫
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一

o
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呆
け
の
き
っ
か
け
と
し
て
家
族
が

気
付
い
た
事
は
、
家
族
と
の
離
別
、

特
に
配
偶
者
（
夫
）
の
死
、
近
親
者

の
死
、
近
親
者
の
転
出
、
環
境
の
変

化
（
転
居
、
入
院
、
引
っ
こ
し
」
等

が
多
い
よ
う
で
す
。

　
痴
呆
老
人
を
か
か
え
る
家
族
の
苦

労
は
大
変
の
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
社
会
で
は
特
に
お
年
寄
り
の
方
を

地
域
ぐ
る
み
で
、
み
ん
な
が
協
力
し

理
解
し
て
支
え
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
近
隣
の
町
村

で
は
、
痴
呆
老
人
を
一
日
あ
ず
か
る

託
老
を
は
じ
め
、
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ

ア
の
協
力
も
あ
り
、
非
常
に
よ
ろ
こ

ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
か
っ
て
私

達
は
す
こ
や
か
な
老
後
を
送
り
た
い

も
の
で
す
。
自
分
達
の
努
力
に
よ
っ

て
呆
け
は
防
げ
る
の
で
す
。
長
い
人

生
呆
け
な
い
た
め
に
次
の
事
に
心
が

ナ
ま
し
ょ
う
。

　　鱗’ノ

呆
け
や
す
い
タ
イ
プ
（
呆
け
や
す
い
人
）

①
趣
味
が
な
い
人
（
働
く
事
が
趣
味

　
の
人
）

②
ま
じ
め
で
き
ち
ょ
う
め
ん
。
ゆ
う

　
づ
う
が
き
か
な
い
。

③
内
向
的
で
人
と
の
交
流
が
少
な
い
．

④
ケ
チ
の
人
．

呆
け
予
防
（
呆
け
を
ふ
せ
ぐ
ポ
イ
ン

ト
）
①
脳
血
管
疾
患
を
予
防
し
よ
う
。

　
痴
呆
の
原
因
の
6
0
％
が
脳
血
管
疾

　
患
に
よ
る
も
の
で
す
。

②
好
奇
心
を
も
と
う
．

　
幽
億
も
あ
る
脳
細
胞
は
2
0
才
を
す

　
ぎ
る
と
一
日
1
0
万
個
ず
つ
へ
る
と

　
い
わ
れ
ま
す
。
で
も
お
そ
れ
る
事

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。
頭
を
使
う
事
に

　
よ
り
脳
細
胞
同
十
を
つ
な
ぐ
回
路

　
が
ふ
え
て
活
発
な
働
き
を
し
て
く

　
れ
ま
す
。

③
足
を
使
お
う
。

　
足
を
動
か
す
事
に
よ
っ
て
血
液
の

　
流
れ
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
足
は
第

　
2
の
心
臓
と
い
わ
れ
ま
す
。

③
手
を
使
お
う
。

　
手
を
使
う
と
脳
に
刺
激
を
与
え
、

　
血
液
の
循
環
を
よ
く
す
る
の
で
老

　
化
を
防
ぐ
事
が
で
き
ま
す
。

④
男
も
積
極
的
に
料
理
を
し
よ
う
。

　
料
理
は
全
身
運
動
で
足
を
使
い
、

　
両
手
を
使
い
頭
と
身
体
の
老
化
防

　
止
に
な
り
ま
す
．

⑤
お
し
ゃ
れ
を
し
よ
う
．

　
お
し
ゃ
れ
は
一
種
の
演
技
で
す
。

　
い
つ
も
意
識
し
て
お
し
ゃ
れ
を
し

　
ま
し
ょ
う
。

⑥
睡
眠
時
間
を
大
切
に
。

　
脳
は
休
養
を
要
求
し
ま
す
。
脳
の

　
つ
か
れ
は
眠
ら
な
い
と
回
復
し
ま

　
せ
ん
．

⑦
人
生
は
の
ん
び
り
い
こ
う
．

　
ス
ト
レ
ス
を
友
達
に
頭
の
老
化
を

　
気
に
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
の
し
く
、
の
ん
び
り
考
え
ま
し

　
よ
・
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謹
ノ
色

・
◎

「
面
倒
と
心
の
ス
キ
が
火
事
の
も
と
」

　
例
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
新
聞
紙

上
に
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
記
事
が

目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

寒
く
な
る
と
火
気
使
用
の
頻
度
が
高

く
な
り
出
火
事
例
も
増
加
し
て
く
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
火
災
も
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
や
ミ
ス
に
よ
っ
て
起
き
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
失
火
に
よ
る
も
の
が
大
部

分
で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
火
気
使
用
器

具
の
手
入
れ
と
点
検
を
実
行
し
、
寝

入
り
ば
な
や
深
夜
な
ど
の
火
災
は
ど

う
し
て
も
発
見
が
遅
れ
焼
死
者
が
多

く
な
り
ま
す
の
で
寝
る
前
の
火
気
点

検
を
習
慣
と
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
に
な
り
家
族

の
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ズ⑮

「
気
く
ば
り
は
防
火
の
基
本
」

○
対
震
自
動
消
化
装
置
付
の
も
の
を

点
検
整
備
し
て
か
ら
使
用
す
る
。

o
使
用
場
所
の
ま
わ
り
に
カ
ー
テ
ン

　
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
は
な
い
か
。

○
火
を
つ
け
た
ま
ま
給
油
し
た
り
持

　
ち
運
び
を
し
な
い
。

o
洗
濯
物
を
干
す
な
ど
の
目
的
で

使
用
し
な
い
．

○
お
出
か
け
前
や
お
や
す
み
前
に
は

　
必
ず
消
火
を
確
認
す
る
。

o
出
入
口
や
通
路
に
は
置
か
な
い
。

o
間
違
っ
た
燃
料
を
給
油
し
な
い
。

ピ》・

　
｝
グ

　
謂

¢
　
　
　
め

る
　
　
　
り

鐡
μ

㌘
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◎
十
日
町
市
少
年
剣
道
大
会

　
去
る
十
月
十
日
、
十
日
町
市
西
小

学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
少
年
剣
道

大
会
が
開
催
さ
れ
松
代
か
ら
も
少
年

剣
士
達
十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
松
代
の
子
供
達
も
、
高
校
生
の
部

を
除
く
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
充
分

発
揮
し
立
派
な
成
績
を
お
さ
め
て
き

ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

○
小
学
校
低
学
年
の
部

二
位
　
　
阿
部
新
吾
（
東
北
電
力
）

敢
闘
賞

石
口
久
司
（
文
八
）

石
口
克
行
（
藤
見
屋
）

○
中
学
校
男
子
の
部

二
位
柳
志
朗
（
清
栄
屋
）

○
中
学
校
女
子
の
部

三
位
鈴
木
奈
穂
子

　
　
　
（
和
美
屋
）

◎親善少年

　　剣道大会

　
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ

た
十
一
月
一
日
松
代

町
総
合
体
育
館
に
お

い
て
親
善
少
年
剣
道
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
当
連
盟
が
教
室
を

開
催
し
て
以
来
の
念
願
で
あ
り
、
十

日
町
魚
沼
管
内
と
東
頸
城
郡
内
と
の

子
供
達
の
親
善
交
流
を
図
り
な
が
ら

剣
道
の
振
興
と
少
年
健
全
育
成
に
資

す
事
を
目
的
に
行
わ
れ
た
大
会
で
し

た
。　
こ
の
た
め
当
日
は
、
十
日
町
、
中

里
、
津
南
の
魚
沼
勢
を
は
じ
め
、
牧
、

浦
川
原
、
地
元
松
代
の
郡
内
の
各
剣

道
教
室
等
に
通
う
剣
士
達
総
勢
九
十

一
名
（
小
学
生
四
十
六
名
、
中
学
生

四
十
五
名
）
が
参
加
し
て
、
総
試
合

数
百
五
十
三
試
合
に
朝
か
ら
熱
戦
が

続
き
ま
し
た
．

　
我
松
代
町
は
、
郡
内
と
魚
沼
の
接

点
に
あ
り
、
こ
の
親
善
大
会
に
よ
っ

て
両
管
内
の
交
流
と
親
善
が
よ
り
一

層
図
ら
れ
、
剣
道
振
興
と
少
年
健
全

育
成
が
推
進
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の

上
な
い
喜
び
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
な
お
松
代
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
．

○
小
学
校
低
学
年
の
部

三
位
　
　
阿
部
新
吾
（
東
北
電
力
）

○
中
学
校
女
子
の
部

二
位
　
　
鈴
木
奈
穂
子
（
和
美
屋
）

三
位
　
　
鈴
木
綾
子
（
新
田
桶
屋
）

三
位
　
　
鈴
木
英
理
子
（
福
海
屋
）

　
　
◎
参
加
者
内
訳

十
日
町
剣
友
会
　
　
　
　
十
名

川
治
剣
友
会
　
　
　
　
十
二
名

中
里
剣
友
会
　
　
　
　
　
八
名

津
南
町
剣
道

　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
二
四
名

牧
村
剣
友
会
ジ
ュ
ニ
ア
部
九
名

浦
川
原
剣
道
連
盟
　
　
　
四
名

松
代
剣
道
連
盟
　
　
　
　
二
四
名

　
　
　
　
　
　
　
　
計
　
九
一
名

◎
郡
市
剣
道
大
会

　
十
日
町
剣
友
会
創
立
三
五
周
年
を

記
念
し
て
行
わ
れ
た
第
三
二
回
郡
市

剣
道
大
会
が
、
十
一
月
十
五
日
十
日

町
市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、
松
代

か
ら
も
小
学
校
三
年
生
か
ら
一
般
ま

で
の
十
七
人
が
出
場
い
た
し
ま
し
た

　
例
年
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
も

剣
道
教
室
で
の
練
習
の
成
果
に
よ
り

回
を
重
ね
る
ご
と
に
入
賞
者
が
増
え

て
お
り
ま
す
。
当
日
も
、
小
学
校
低

学
年
団
体
の
部
で
、
先
鋒
か
ら
大
将

ま
で
の
五
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味

を
発
揮
し
、
決
勝
戦
ま
で
順
調
に
勝

ち
上
り
、
決
勝
戦
で
は
大
将
戦
ま
で

も
つ
れ
な
が
ら
惜
し
く
も
涙
を
の
み

ま
し
た
。
ま
た
午
後
か
ら
は
個
人
戦

が
行
わ
れ
て
大
会
は
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

　
な
お
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
小
学
校
低
学
年
の
部

　
○
団
体
戦
　
準
優
勝

大副中次先
将将堅鋒鋒

阿
部
新
吾

柳
　
竜
一

石
口
久
司

馬
場
一
美

石
口
克
行

（
東
北
電
力
）

（
あ
ず
ま
）

（
文
八
）

（
と
ん
ぼ
）

（
藤
見
屋
）

　
○
個
人
戦
　
三
位

　
　
　
石
口
久
司
　
　
（
文
八
）

◎
中
学
校
男
子
の
部

　
o
団
体
戦
　
三
位

先
鋒
鈴
木
正
和

次
鋒
関
谷
裕
明

中
堅
　
関
谷
和
明

副
将
　
柳
　
志
朗

大
将
　
鈴
木
修
一

　
〇
個
人
戦
　
三
位

　
　
　
柳
　
志
朗

（
松
里
）

（
富
屋
）

（
富
屋
）

（
清
栄
屋
）

（
福
蔵
）

（
清
栄
屋
）

第10回松代町

バトミントン

　協会長杯争奪戦

町内外から多数参加

　坂詰さん（シングルス）

　　　　　準優勝

　
去
る
十
月
二
十
五
日
、
町
総
合
体

育
館
で
、
隣
接
す
る
市
町
村
か
ら
愛

好
者
が
参
加
し
、
盛
大
に
協
会
長
杯

争
奪
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
ク
ラ
ス
で
の
戦
績
は
、
優
勝
は
、

町
外
者
に
譲
り
ま
し
た
が
、
男
子
シ

ン
グ
ル
ス
、
A
ク
ラ
ス
で
坂
詰
浩
一

さ
ん
が
準
優
勝
す
る
な
ど
大
健
闘
し

ま
し
た
。
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第
1
1
回
上
越
地
区
自
作
視
聴
覚

　
　
　
　
教
材
コ
ン
ク
ー
ル

　
最
優
勝
賞
に
輝
く

　
町
公
民
館
の
事
業
と
し
て
毎
年
行

っ
て
い
る
中
央
婦
人
学
級
（
希
望
す

る
婦
人
対
象
）
で
、
今
年
は
O
H
P

（
オ
ー
バ
、
ヘ
ッ
ド
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
i
）
を
使
っ
た
作
品
づ
く
り
に
取

り
か
か
り
ま
し
た
。
7
月
末
に
一
回

目
の
勉
強
会
を
や
り
n
月
4
日
の
コ

ン
ク
ー
ル
ま
で
3
ヶ
月
間
、
夜
遅
く

ま
で
何
回
も
集
り
、
失
敗
の
連
続
の

中
で
何
と
か
作
品
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
上
越
で
の
審
査
会
に
は
緊
張

し
な
が
ら
も
実
演
し
、
結
果
は
、
ス

野球大会今
年
度
の
野
球
大
会
結
果

第
弔
回
町
長
杯
争
奪
野
球
大
会

一
部
リ
ー
グ

　
優
勝
i
ア
ッ
ク
ス
・
ボ
ン
バ
ー
ズ

　
ニ
位
ー
奴
奈
川
モ
ン
チ
ッ
チ

　
三
位
f
役
場
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　
三
位
ー
伊
沢
ワ
ン
ダ
ー
ナ
イ
ン

二
部
リ
ー
グ

優
勝
－
松
高
ロ
ー
チ
ェ
ス

ニ
位
－
松
代
イ
レ
ブ
ン

三
位
ー
松
代
ス
タ
ー
ズ

三
位
f
司
工
務
店

第
8
回
協
会
長
杯
争
奪
野
球
大
会

　
優
勝
－
伊
沢
ワ
ン
ダ
ー
ナ
イ
ン

　
ニ
位
－
役
場
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　
三
位
」
役
場
イ
ー
グ
ル
ス

　
三
位
i
松
代
ス
タ
ー
ズ

ラ
イ
ド
、
V
T
R
等
全
部
問
を
通
し

て
一
番
良
い
と
い
う
事
で
最
優
秀
賞

を
い
た
だ
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
学

級
生
の
皆
さ
ん
本
当
に
ご
く
ろ
う
さ

ま
で
し
た
。

◎
O
H
P
と
は
透
明
な
シ
ー
ト
の
上

に
書
か
れ
た
文
字
や
絵
等
を
レ
ン
ズ

を
通
し
て
拡
大
し
て
ス
ク
リ
ー
ン
に

写
す
事
が
出
来
る
機
械
で
す
。

　
作
品
づ
く
り
に
参
加
し
て

　
　
　
学
級
生
　
五
十
嵐
江
美
子

　
私
達
は
、
，
下
山
部
落
に
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
話
を
も
と
に
し
て
、
作

成
に
入
い
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
は
、
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け

て
良
い
や
ら
、
戸
惑
い
ま
し
た
。
画

面
を
分
担
し
て
作
る
の
で
、
頭
の
格

好
が
違
っ
た
り
、
鼻
が
高
す
ぎ
た
り
、

な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
が
、

大
ざ
っ
ぱ
に
作
っ
た
方
が
良
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
。
人
形
の
首
と
か

手
が
動
く
よ
う
に
す
る
の
が
こ
れ
ま

た
大
変
。
何
度
も
何
度
も
や
り
直
し

ま
し
た
。
台
本
を
、
わ
か
り
易
く
書

く
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
ず
い
ぶ
ん
、

書
き
直
し
ま
し
た
。
今
度
は
音
楽
。

あ
ま
り
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
曲
を

捜
し
、
な
ん
と
か
場
面
に
合
う
曲
が

見
つ
か
っ
た
。
最
後
に
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
こ
れ
は
難
し
い
も
の
で
す
。
何

度
稽
古
し
て
も
、
抑
揚
が
つ
か
な
か

っ
た
が
、
い
つ
の
こ
ろ
か
軌
道
に
の

っ
て
き
た
。
音
楽
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

画
面
の
操
作
が
合
う
よ
う
に
、
繰
り

返
し
稽
古
。
度
胸
を
つ
け
る
の
に
、

保
育
園
へ
も
一
度
。
子
供
達
は
、
静

か
に
私
達
の
作
品
を
見
て
く
れ
、
な

ん
だ
か
少
し
自
信
が
出
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
た
。

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
コ
ン
ク
ー
ル
。

や
は
り
皆
、
緊
張
し
て
い
る
。
も
う

こ
こ
ま
で
き
た
ら
、
当
っ
て
砕
け
ろ
。

落
着
い
て
や
る
し
か
な
い
。
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
ま
で
六
分
十
八
秒
、
こ
こ

が
う
ま
く
い
け
ば
後
は
、
少
し
く
ら

い
ず
れ
て
も
問
題
は
な
い
と
…
…
。

心
配
し
た
音
楽
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

ず
れ
も
な
く
、
時
間
ど
お
り
に
進
行

し
た
。
十
二
分
の
ド
ラ
マ
が
終
っ
た
。

そ
し
て
、
思
い
が
け
ず
賞
を
い
た
た

だ
い
た
。
ご
指
導
い
た
だ
い
た
蒲
野

先
生
、
公
民
館
の
方
々
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

みんなそろっτ

明るのお正月を

歳末たすけあい運動

12月1目《・31日

人
権
の
共
存

　
　
へ
診
、
”
へ
，

牌
融
、
）

偽
．
ひ

　
　
　
　
ロ

，
＼
＼
♪
翁

。
　
O

互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う

人権週間

12月4日～10日
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松代町の

鳥　
」

野

マ

　
ハ
ン
タ
ー
の
間
で
、
「
ア
オ
ク
ビ
」

と
呼
ば
れ
、
カ
モ
類
の
代
表
的
な
こ

の
カ
モ
は
、
ガ
ン
、
カ
モ
目
ガ
ン
カ

モ
科
の
マ
ガ
モ
と
分
類
さ
れ
ま
す
。

　
昔
か
ら
、
「
カ
モ
ネ
ギ
」
と
か
「
あ

い
つ
を
カ
モ
に
し
て
一
杯
飲
も
う
」

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
合
の
カ
モ
は
少
し
た
り
な
い
と
か
、

う
す
の
ろ
ま
、
と
い
う
意
味
ら
し
く

あ
ま
り
よ
い
表
現
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
ガ
モ
は
、
こ
の
種
の
少
し
た
り
な

　
　
　
　
　
　
　

い
カ
モ
で
は
な
く
、
り
こ
う
な
鳥
で
、

毎
年
一
一
月
一
五
日
か
ら
狩
猟
が
解

禁
と
な
り
ま
す
が
、
前
日
ま
で
は
、

あ
ち
こ
ち
の
池
に
遊
ん
で
い
ま
す
が
、

い
ざ
一
五
日
に
な
り
ま
す
と
、
動
物

的
な
感
（
こ
の
場
合
、
カ
モ
的
感
で

し
ょ
う
か
）
で
、
さ
っ
さ
と
保
護
区

や
休
猟
区
な
ど
の
安
全
な
場
所
に
移

動
す
る
の
で
す
。

　
マ
ガ
モ
は
、
本
来
、
北
半
球
の
北

部
で
繁
殖
す
る
の
で
す
が
、
日
本
で

も
、
北
海
道
、
栃
木
県
奥
日
光
、
群

馬
県
尾
瀬
沼
、
長
野
県
上
高
地
、
山

梨
県
の
山
中
湖
、
青
森
県
八
甲
田
山

松
永
ガ

モ
洗

シ
リ
ー
ズ
⑨

に
繁
殖
の
記
録
が
あ
る
ほ
か
、
昭
和

五
五
年
の
緑
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば

先
の
場
所
の
ほ
か
、
新
ら
た
に
広
島

県
、
山
口
県
、
福
岡
県
か
ら
繁
殖
又

は
、
繁
殖
の
可
能
性
が
報
告
さ
れ
、

新
潟
県
で
も
、
昭
和
四
九
年
に
上
越

市
の
高
田
城
公
園
の
お
堀
で
、
繁
殖

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
平

地
で
の
繁
殖
記
録
が
注
目
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
で
繁
殖
す
る
マ
ガ
モ
を
除

い
て
、
秋
渡
来
す
る
マ
ガ
モ
は
、
標

識
調
査
の
結
果
、
埼
玉
県
、
石
川
県

で
標
識
放
鳥
さ
れ
た
も
の
が
、
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
の
ヤ
ク
ー
ツ
ク
、
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
で
回
収
さ
れ
、
日
本
に
渡
来

す
る
。
マ
ガ
モ
は
、
ソ
ビ
エ
ト
か
ら

渡
来
す
る
も
の
も
い
る
の
が
わ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
本
県
で
の
記
録
と

し
て
は
、
昭
和
六
〇
年
、
石
川
県
の

大
聖
寺
片
野
鴨
池
放
鳥
の
も
の
が
、

翌
年
の
一
月
と
二
月
に
、
黒
崎
町
と

新
潟
市
の
赤
塚
で
回
収
さ
れ
た
記
録

が
あ
り
ま
す
。
松
代
町
で
は
、
カ
ル

ガ
モ
が
多
く
、
マ
ガ
モ
は
少
な
い
種

で
あ
り
ハ
ン
タ
ー
は
、
「
わ
た
り
」
（
渡

り
鳥
の
カ
モ
と
い
う
意
味
）
と
称
し

て
カ
ル
ガ
モ
よ
り
珍
重
し
て
い
る
よ

う
で
す
．

　
マ
ガ
モ
は
最
初
に
も
書
き
ま
し
た

よ
う
に
、
ア
オ
ク
ビ
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
雄
は
、
頭
部
か
ら
首
に
か
け

緑
黒
色
、
首
に
白
い
輪
、
胸
は
栗
色

背
は
淡
黒
色
で
、
体
は
灰
色
、
尻
の

部
分
は
黒
く
、
尾
羽
の
先
端
の
小
羽

は
巻
上
が
っ
て
い
る
。
噛
は
黄
色
と

な
っ
て
お
り
頭
部
か
ら
首
に
か
け
て

の
色
彩
は
光
の
当
り
方
に
よ
っ
て
、

青
く
見
え
た
り
緑
色
に
見
え
た
り
多

様
に
変
化
し
美
し
い
色
を
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
美
し
い
色
も
、
日
本
に

渡
っ
て
来
た
ば
か
り
の
九
月
、
一
〇

月
こ
ろ
の
姿
は
、
雌
と
同
じ
色
彩
で

目
立
た
な
い
色
を
し
て
お
り
、
こ
れ

を
「
イ
ク
リ
プ
ス
」
（
Φ
O
一
督
8
）
と

呼
び
、
日
食
と
か
月
食
を
意
味
し
、

こ
の
場
合
、
光
を
失
な
う
と
か
光
を

奪
う
と
い
う
意
味
で
、
雄
の
光
沢
の

あ
る
色
、
姿
は
な
く
、
雌
と
同
じ
色

と
な
り
区
別
し
に
く
く
な
る
時
期
で

す
。
し
か
し
よ
く
観
察
す
る
と
、
黄

色
の
噛
、
頭
部
の
暗
色
、
顔
や
首
が

灰
色
が
か
っ
て
い
る
こ
と
で
区
別
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
イ
ク
リ

プ
ス
の
時
期
は
、
一
一
月
こ
ろ
に
は

終
り
に
近
づ
き
、
雄
は
美
し
い
姿
と

な
っ
て
来
ま
す
。
そ
の
反
対
に
、
雌

が
雄
の
よ
う
な
姿
に
な
る
こ
と
も
あ

る
ら
し
く
、
今
か
ら
一
七
、
八
年
位

前
瓢
湖
に
雄
化
マ
ガ
モ
が
い
る
か
ら

蜷1毒

め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
　
こ
ん
に
ち
は

　
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
が
と
ば
し
た
ふ
う

せ
ん
が
た
か
ー
い
お
そ
ら
を
ふ
わ
り

ふ
わ
り
と
と
ん
で
や
ま
を
こ
え
か
わ

を
こ
え
ま
ち
や
た
ん
ぼ
も
こ
え
て
、

と
お
ー
い
お
じ
さ
ん
の
う
ち
の
に
わ

ま
で
と
ん
で
き
ま
し
た
。
め
ぐ
み
ち

ゃ
ん
は
ふ
う
せ
ん
が
ど
こ
ま
で
と
ん

で
い
っ
た
か
な
と
し
ん
ぱ
い
し
て
い

た
で
し
ょ
う
。
お
じ
さ
ん
の
と
こ
ろ

は
と
ち
ぎ
け
ん
と
い
っ
て
と
て
も
と

お
い
と
こ
ろ
で
す
よ
。
め
ぐ
み
ち
ゃ

ん
の
ふ
う
せ
ん
が
よ
く
と
ん
で
き
た

の
で
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

㎜
『
’

　
お
じ
さ
ん
も
火
の
用
心
に
き
を
つ

け
ま
す
。

　
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
も
交
通
安
全
に
き

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
め
ぐ
み
ち
ゃ

ん
が
お
お
き
く
な
る
ま
で
お
じ
さ
ん

は
ふ
う
せ
ん
を
だ
い
じ
に
と
っ
て
お

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
さ
む
く
な
る
の

で
か
ぜ
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
に
げ
ん

き
に
ほ
い
く
え
ん
へ
か
よ
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
十
月
三
十
一
日

　
ふ
う
せ
ん
を
ひ
ろ
っ
た
お
じ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
か
ね
こ
き
ん
い
ち

わ
か
つ
き
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
へ
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見
に
行
こ
う
と
誘
わ
れ
、
わ
ざ
わ
ざ

柏
崎
か
ら
瓢
湖
に
見
に
行
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
一
日
中
観
察
し
た
の

で
す
が
、
鳴
や
、
頭
部
は
、
雌
の
特

徴
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。
羽
色
は

雄
の
姿
で
、
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
経

験
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
や
は

り
雌
の
マ
ガ
モ
で
何
か
の
原
因
で
雄

の
よ
う
な
色
彩
に
な
っ
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
写
真
の
マ
ガ
モ
は
、
手

前
が
雌
で
、
奥
の
方
が
雄
で
す
。

　
マ
ガ
モ
は
、
昼
間
は
湖
沼
で
眼
っ

た
り
休
ん
だ
り
し
、
夕
方
か
ら
、
水

田
、
沼
沢
地
な
ど
に
出
て
植
物
質
の

餌
を
取
り
ま
す
。
主
に
イ
ネ
（
落
ち

穂
）
ノ
ビ
エ
、
　
ヒ
エ
、
　
イ
ヌ
ア
ワ

な
ど
の
雑
草
の
種
子
、
水
草
の
芽
や

根
な
ど
を
食
べ
、
た
ま
に
は
、
ミ
ズ

ス
マ
シ
、
ト
ン
ボ
、
ヤ
ン
マ
の
幼
虫

な
ど
の
昆
虫
、
水
生
昆
虫
を
食
べ
た

り
、
カ
ワ
ニ
ナ
、
タ
ニ
シ
、
シ
ジ
ミ

な
ど
の
貝
類
な
ど
も
食
べ
る
こ
と
が

観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
餌

を
と
る
時
は
、
水
面
に
浮
い
て
い
る

も
の
は
階
で
ペ
チ
ャ
ペ
チ
ャ
と
水
と

一
緒
に
餌
を
と
り
、
水
だ
け
を
こ
し

て
食
べ
、
水
底
の
餌
は
、
逆
立
ち
し

て
首
を
の
ば
し
て
採
餌
し
ま
す
。

　
最
近
、
マ
ガ
モ
の
肉
は
、
カ
モ
類

の
中
で
は
、
一
番
美
味
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
、
ア
イ
ガ
モ
な
る
カ
モ
を
作
り
出

し
食
用
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

野
生
の
マ
ガ
モ
と
、
ア
ヒ
ル
の
雑
種

で
、
も
と
を
正
せ
ば
、
ア
ヒ
ル
も
マ

ガ
モ
を
改
良
し
て
作
り
出
し
た
も
の

で
あ
り
祖
先
は
、
野
生
の
マ
ガ
モ
で

す
。　
マ
ガ
モ
は
、
夫
婦
で
行
動
し
て
い

る
と
言
わ
れ
、
夫
婦
が
他
の
夫
婦
と

行
動
を
と
も
に
し
、
群
を
作
っ
て
お

り
ま
す
。
夫
婦
は
、
冬
場
雪
の
あ
る

時
季
で
も
、
太
陽
が
顔
を
の
ぞ
か
せ

る
と
、
水
中
で
交
尾
を
し
て
お
り
ま

す
。
今
の
季
節
で
も
、
時
々
、
雄
と

雌
が
向
か
い
合
い
、
雄
が
頭
を
上
下

に
動
か
し
雌
の
周
辺
を
動
き
ま
わ
り

雌
の
受
入
れ
体
勢
が
整
う
と
雌
は
水

面
に
首
を
の
ば
し
、
雄
は
雌
の
背
に

飛
び
の
り
交
尾
す
る
の
で
す
が
、
雌

の
身
体
は
水
中
に
没
し
首
か
ら
上
が

わ
ず
か
に
水
上
に
出
て
い
る
程
度
に

な
る
の
で
す
。
こ
の
間
、
二
～
三
秒

で
終
り
ま
す
が
、
そ
の
後
雄
は
、
首

を
前
の
方
に
出
し
て
雌
の
周
辺
を
も

の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
グ
ル
グ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
わ
り
、
そ
の
間
、
雌
は
、
身
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ろ
い
（
鳥
で
す
か
ら
羽
づ
く
ろ
い

が
正
し
い
で
し
よ
う
か
）
を
し
、
何

事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
、
す
ま
し
た

様
子
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

よ
く
知
ら
れ
た
鳥
で
も
、
一
つ
の
行

動
を
徹
底
し
て
観
察
す
る
と
思
わ
ぬ

発
見
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今

年
も
、
銃
か
ら
一
羽
で
も
多
く
の
鳥

た
ち
が
生
き
残
れ
る
こ
と
を
希
望
し

て
こ
の
頁
を
終
り
ま
す
。

出
稼
者
の
皆
さ
ん

正
月
帰
省
バ
ス
を
．
、
側
胡
い
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
年
も
12
月
2
9
日
㈹
・
3
0
日
困
の
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

正月帰省バス運行計画

日
　
正
月
帰
省
バ
ス
が
東
京
上
野
か

ら
、
1
2
月
2
9
日
は
名
古
屋
か
ら
も
運

行
さ
れ
ま
す
。
又
1
2
月
2
8
日
㈲
に
は

湯
沢
～
松
代
間
の
帰
省
バ
ス
を
町
出

稼
組
合
の
事
業
と
し
て
行
な
う
予
定

で
す
。
申
し
込
み
は
料
金
を
添
え
て

⑫
月
1
0
日
ま
で
に
役
場
職
業
係
に
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。
本
年
の
料
金
等

は
左
の
表
の
通
り
で
す
。

区　　　分 東京～松代 名古屋～松代 湯沢～松代

乗車料金 4，900円 6，000円 1，300円

集合場所
上野公園バス

駐車場付近

新幹線名古屋

駅前

湯沢駅西口

　（温泉口）

出発日時

12月29・30日

集合

午前9時

出発

午前9時40分

12月29日

集合

午後8時

出発

午後9時

12月28日

集合

午前11時

出発

午前11時30分

町到着時刻 午後4時ごろ 翌朝8時ごろ 午後1時30分ごろ

申込期日 12月10日までに料金を添えて申込んで下さい
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蓬平小学校
　勤労体験で20人のひとりごと　6年小堺　友幸

　
田
ん
ぼ
に
は
い
っ
た
ら
、
ヒ
ル
に

く
い
つ
か
れ
た
よ
。
　
小
堺
美
紀

　
老
人
会
長
さ
ん
は
、
朝
顔
つ
く
り

の
名
人
だ
よ
。
　
　
　
小
堺
　
豊

　
い
ね
は
こ
び
が
　
な
ん
ぎ
く
て
、

大
へ
ん
だ
っ
た
よ
。
　
若
井
邦
明

　
早
く
ひ
ょ
う
た
ん
で
、
か
ざ
り
び

な
を
作
り
た
い
な
あ
。
小
堺
み
よ
子

　
よ
も
ぎ
の
学
校
の
ウ
サ
ギ
は
、
と

っ
て
も
か
わ
い
い
よ
。
小
堺
佳
枝

　
毎
朝
、
チ
ャ
ボ
や
ウ
サ
ギ
の
顔
を

見
る
の
が
楽
し
み
だ
。
小
堺
淳
史

　
ぼ
く
は
、
夏
や
す
み
に
、
花
の
水

く
れ
を
が
ん
ば
っ
た
。
小
堺
悟

　
今
年
む
、
花
い
っ
ぱ
い
の
学
校
に

な
っ
て
う
れ
し
い
。
　
小
堺
あ
ゆ
み

　
わ
た
し
が
作
っ
た
も
ち
米
で
、
も

ち
つ
き
を
し
た
。
　
　
小
堺
静
子

　
大
豆
を
作
り
、
石
う
す
で
ひ
い
て

き
な
こ
を
作
っ
た
。
　
若
井
ゆ
う
こ

　
村
の
人
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て

も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
。
若
井
博
隆

　
み
ん
な
で
働
い
て
か
く
汗
は
、
す

ご
く
気
持
ち
が
い
い
。
小
堺
友
紀

　
稲
せ
お
い
が
じ
ょ
う
ず
に
な
っ
た

と
ほ
め
ら
れ
た
。
　
　
小
堺
健
一

　
仕
事
を
し
て
、
米
づ
く
り
の
大
変

さ
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
小
堺
す
み
子

　
ぼ
く
は
、
家
で
も
夜
お
そ
く
ま
で

脱
こ
く
を
手
伝
う
。
　
小
堺
将
哉

　
米
づ
く
り
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
入

賞
で
き
た
。
　
　
　
　
若
井
春
彦

　
今
年
は
、
一
人
が
三
人
分
の
仕
事

を
し
て
が
ん
ば
っ
た
。
小
堺
健

　
行
事
を
や
る
た
び
に
、
い
つ
も
晴

れ
る
の
が
ふ
し
ぎ
だ
。
小
堺
俊
和

　
親
子
炊
飯
遠
足
で
、
初
め
て
司
会

を
や
れ
て
よ
か
っ
た
。
小
堺
竜
太

　
感
動
体
験
は
、
学
校
と
地
域
の
共

同
作
業
で
生
ま
れ
る
。
職
員
一
同
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私
は
「
青
年
の
丘
」
と
い
う
集
団

活
動
の
在
り
方
や
、
仲
間
づ
く
り
を

目
的
と
す
る
研
修
に
、
何
度
か
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
県
内
か
ら
集
う
多
く
の

人
達
と
行
動
し
な
が
ら
、
ふ
と
「
生

涯
に
、
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
の
人
達

と
出
会
え
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
吸
収
で
き
る
だ

ろ
う
一
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
が
こ
の
研
修
に
参
加
し
て
い
な

け
れ
ば
、
き
っ
と
会
う
こ
と
の
な
い

彼
ら
と
の
交
流
は
、
と
て
も
良
い
刺

「
ナ
カ
マ
・

激
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
私
は
、
松
代
を
離
れ
て
暮
し
た
こ

と
が
な
い
の
で
、
特
に
そ
う
な
の
で

す
が
、
で
き
る
だ
け
い
ろ
ん
な
所
へ

参
加
し
て
、
多
く
の
人
を
知
り
た
い

と
思
い
続
け
て
い
ま
す
。
気
の
合
う

人
達
と
だ
け
過
す
の
は
、
心
が
安
ま

る
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
け
な
ら
自
分
が

小
さ
く
凝
り
固
ま
る
よ
う
な
気
が
し

て
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
そ
ん
な
気
持
が
元
に
な
っ
て
、
ま

ず
は
身
近
な
青
年
会
、
元
気
会
に
参

加
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
大
所
帯

に
な
れ
ば
い
い
の
に
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
情
報
や
交
通
手
段
の
発

達
で
、
都
会
と
町
の
文
化
の
差
が
そ

れ
ほ
ど
な
い
現
在
、
個
人
の
趣
味
の

世
界
が
豊
か
に
な
り
、
　
「
な
に
も
、

わ
ず
ら
わ
し
い
集
団
に
入
ら
な
く
た

っ
て
、
十
分
楽
し
め
る
一
と
い
う
考

え
方
も
、
あ
っ
て
当
然
で
す
。

モ
ト
ム
」

高
　
橋
　
弘
　
美

　
　
そ
ん
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
青

　
年
会
は
、
こ
こ
だ
け
に
限
ら
ず
勢
い

　
を
失
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
そ
し
て
、
新
し
い
一
つ
の
試
み
と

　
し
て
発
足
し
た
元
気
会
で
さ
え
も
、

　
と
も
す
れ
ば
、
ほ
ん
の
内
輪
だ
け
の

　
集
団
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る

　
の
で
す
．

　
　
確
か
に
、
生
ま
れ
た
て
の
元
気
会

　
は
、
ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

　
と
思
い
ま
す
が
、
　
「
何
か
自
分
達
で

　
や
っ
て
み
よ
う
一
と
や
る
気
の
あ
る

　
人
達
の
集
ま
り
で
す
。
歴
史
が
な
い

　
分
、
既
成
の
慨
念
に
と
ら
わ
れ
ず
自

　
由
な
雰
囲
気
で
す
。
現
に
、
谷
山
浩

　
子
を
招
い
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
み

　
ご
と
成
功
し
ま
し
た
。

　
　
で
も
、
松
代
に
は
も
っ
と
多
く
の

　
若
い
人
が
い
る
は
ず
で
す
。
会
の
存

　
在
を
ま
だ
知
ら
な
い
人
も
い
る
で
し

　
ょ
う
し
、
こ
う
い
う
集
団
を
嫌
う
人

も
い
る
で
し
よ
う
。

　
け
れ
ど
、
集
団
を
嫌
う
人
こ
そ
、

こ
う
い
う
会
に
は
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
同
じ
カ
ラ
ー
の
人

ば
か
り
で
は
、
一
定
の
レ
ベ
ル
ま
で

し
か
い
け
な
い
し
、
へ
ん
に
物
わ
か

り
の
良
い
「
良
い
子
の
集
団
」
に
な

り
そ
う
で
、
私
は
い
や
で
す
。

　
な
に
も
集
団
に
属
し
た
か
ら
と
い

っ
て
、
そ
こ
に
ど
っ
ぷ
り
染
ま
る
必

要
は
な
い
の
で
す
。
私
自
身
、
誰
か

の
為
と
か
何
か
の
為
な
ん
て
全
く
考

え
て
は
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
個
人
で

は
不
可
能
な
事
も
、
集
団
に
な
れ
ば

実
現
し
う
る
の
で
、
そ
こ
を
利
用
し

な
い
手
は
な
い
か
ら
で
す
。

　
既
存
の
会
に
限
ら
ず
、
も
っ
と
他

の
何
か
で
も
い
い
の
で
す
。
い
ろ
ん

な
人
が
集
ま
れ
て
、
か
つ
町
外
の
多

く
の
人
達
と
交
流
の
持
て
る
、
そ
ん

な
「
外
へ
開
か
れ
た
」
雰
囲
気
が
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も

限
り
あ
る
出
会
い
だ
か
ら
こ
そ
、
一

つ
で
も
二
つ
で
も
増
や
す
よ
う
に
、

積
極
的
に
行
動
し
て
、
視
野
を
広
げ

ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
月
の
表
紙

　
秋
晴
れ
の
十
一
月
一
日
、
農
協
本

所
前
で
農
業
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

歩
行
者
天
国
に
し
た
路
上
で
は
、
野

菜
、
錦
鯉
の
即
売
、
樽
酒
、
綿
ア
メ

の
サ
ー
ビ
ス
、
日
用
品
の
店
な
ど
が

出
さ
れ
朝
か
ら
大
に
ぎ
わ
い
。

　
こ
の
日
お
目
当
の
、
つ
き
立
て
の

“
お
モ
チ
・
サ
ー
ビ
ス
”
に
は
長
い

行
列
が
で
き
、
モ
チ
の
つ
き
上
が
る

の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
脇
で

は
、
農
協
の
組
合
長
さ
ん
自
ら
キ
ネ

を
持
ち
、
ペ
ッ
タ
ン
・
ペ
ッ
タ
ン
。

　
二
俵
の
モ
チ
米
も
つ
き
上
が
る
と

ア
ッ
と
言
う
ま
に
売
り
切
れ
。

　
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

戸
籍
の
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
＋
月
受
付
分

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

鈴
木
政
広
・
田
村
良
子

　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
新
町
）

池
田
正
明
・
小
澤
美
幸

　
　
　
　
　
　
　
（
莇
平
・
木
挽
）

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
出
生
）

齋
木
智
美
　
父
成
一
　
母
み
つ
子

　
　
　
（
長
女
・
室
野
・
堂
の
前
）

齊
木
明
穂
　
父
　
稔
　
母
春
子

　
　
　
（
2
男
・
中
子
・
憲
保
）

関
谷
亜
利
沙
　
父
昌
文
　
母
智
子

　
　
　
（
長
女
・
室
野
・
忠
左
エ
門
）

鈴
木
静
父
裕
之
母
八
重
子

　
　
　
（
2
女
・
松
代
・
利
乃
屋
）

ご
　
冥
　
福
（
死
亡
）

山
岸
長
十
郎
　
7
8
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
上
原

山
岸
市
郎
次
　
8
5
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
納
　
あ
ち
前

佐
藤
コ
マ
　
8
0
歳

　
　
　
　
　
　
　
木
和
田
原
・
東
屋

高
橋
　
梓
　
－
歳

　
　
　
　
　
　
　
千
年
香
具
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、
文

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
監
．
一
に

　
　
　
　
　
　
　
一
恵

　
　
　
　
　
　
　
一
ρ

　
　
　
　
　
　
　
．
霞

　
　
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
食
、
τ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ヘ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
’
．

し

　、“
の、

み

句

△冨

饗

風
さ
や
か
古
寺
の
参
道
稲
架
匂
う

城
山
の
道
す
じ
盛
る
秋
桜

雨
上
が
る
雲
の
狭
間
の
今
日
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

束
の
間
の
雲
の
切
れ
間
や
望
の
月

参
道
に
は
み
出
る
柿
の
熟
れ
し
色

鮭
漬
け
る
女
工
百
人
無
口
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

夕
映
え
の
越
の
城
山
紅
葉
濃
し

高
原
に
群
れ
な
す
牛
や
秋
日
和

コ
ス
モ
ス
や
深
山
清
水
の
立
看
板

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

赤
と
ん
ぼ
歩
け
ば
顔
に
当
た
り
そ
う

大
寺
に
名
石
据
え
て
萩
の
雨

す
す
き
野
の
蔭
一
群
の
野
菊
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

笠
紐
に
涼
し
き
風
や
秋
深
む

神
無
月
天
に
舞
す
る
鳶
の
声

わ
が
肩
に
蜻
蛉
と
ま
る
や
秋
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

ほ
う
つ
き

鬼
灯
の
赤
き
を
指
さ
す
背
な
の
孫

離
村
す
る
山
あ
い
の
家
鶏
頭
燃
ゆ

お
く
　
て

晩
生
栗
は
ぜ
て
か
く
る
る
草
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

こ
の
年
も
実
紫
の
実
色
づ
き
ぬ

紅
葉
の
き
ざ
し
あ
る
山
寺
囲
み

間
引
菜
の
色
鮮
や
か
に
今
朝
の
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

満
月
や
窓
辺
の
風
鈴
寒
々
と

名
月
や
遠
く
弥
彦
の
山
照
ら
す

名
月
や
枯
木
の
か
げ
よ
り
池
に
映
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

雲
切
れ
て
名
月
高
く
の
ぽ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
け
　
ひ

も
ぐ
人
も
な
き
山
道
の
通
草
か
な

ひ
ん
や
り
と
の
ぽ
る
名
月
森
染
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

葉
鶏
頭
ま
す
ま
す
燃
え
て
雨
後
の
色

通
学
路
み
な
が
触
れ
行
く
秋
桜

鰯
雲
越
後
連
山
絵
の
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

真
っ
直
に
歩
け
ぬ
小
路
秋
桜

栗
の
イ
ガ
ロ
あ
け
て
今
落
ち
そ
う
に

稲
架
解
け
ば
隣
家
も
や
は
り
稲
架
を

解
く
　
　
　
　
　
　
　
紅
葉

名
月
を
上
げ
て
鎮
守
の
森
黒
し

待
宵
に
月
見
団
子
を
い
た
だ
け
り

残
り
稲
刈
る
や
日
暮
れ
の
早
か
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

蒲
生
句
会

と
な
り
家
は
村
一
番
の
冬
構
え

竹
箒
お
い
て
あ
る
駅
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折

高
々
と
妻
の
声
し
て
小
春
か
な

こ
と
ご
と
く
品
を
失
い
葱
倒
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

奥
利
根
の
全
山
石
と
紅
葉
か
な

霜
白
き
紅
葉
の
宿
や
朝
の
風
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爽

人日風

草
枯
れ
て
馬
頭
観
音
あ
ら
わ
る
る

逃
げ
る
枝
抱
き
よ
せ
山
茶
花
囲
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

農
業
祭
わ
が
子
を
探
す
親
も
い
て

野
沢
菜
を
と
る
や
雨
風
は
げ
し
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
女

己
が
影
踏
み
て
急
ぐ
や
秋
日
和

熟
れ
柿
の
甘
い
匂
い
や
夜
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕

人

朴
の
葉
は
朴
の
根
本
に
落
ち
に
け
り

落
葉
は
り
つ
く
鍬
そ
の
ま
ま
に
し
ま

い
け
り
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

色
づ
け
り
村
捨
て
去
り
し
家
の
柿

末
枯
れ
や
田
に
植
え
付
け
し
栗
の
苗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

騒
，
難
馨
難
灘

難

繍

懸

騒
鞭
灘
懇
・

園
芸
一
ロ
メ
モ

H
松
代
園
芸
愛
好
会
”

　
茎
は
ま
っ
す
ぐ
立
ち
、
枝
分
か
れ

し
て
高
さ
二
十
五
糎
く
ら
い
の
多
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

草
、
四
角
形
で
暗
い
紫
色
を
お
び
る

　
葉
は
茎
に
向
っ
て
対
に
つ
き
、
細

長
い
線
形
を
し
て
い
る
。
ふ
ち
に
は

ぎ
ざ
ぎ
ざ
が
な
い
。

　
花
は
九
月
～
十
月
頃
咲
き
、
枝

の
先
に
や
や
び
っ
し
り
に
つ
き
、
集

ま
っ
て
円
す
い
形
に
な
る
。
花
の
色

は
白
色
で
紫
色
の
す
じ
が
あ
る
。
お

し
べ
は
五
本
、
め
し
べ
は
一
本
と
ま

こ
と
に
清
楚
な
花
で
あ
る
。

　
昔
か
ら
胃
腸
の
弱
い
方
に
は
、
か

か
せ
な
い
漢
法
薬
の
代
表
的
な
も
の

で
あ
る
。

　
セ
ン
ブ
リ
は
、
苦
味
が
強
く
て
、

千
回
ふ
り
だ
し
て
も
ま
だ
苦
い
と
い

う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

A
り
△
A
2
6
△
会
A
套
△
6
ム
A
Q
△
6
△
会
A
り
△
A
冬
ハ
〉
△

　
先
月
号
の
二
ぺ
ー
ジ
”
松
代
中
男

女
郡
駅
伝
大
会
を
制
覇
”
の
記
録
欄

で　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
沢
希
（
二
年
）
は
一
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
位
　
松
代
B
で
　
柳
　
好
子
は
柳

　

妙
子
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。


